
 

 

 
うるま市勝連平敷屋のタキノー公園には 

  平敷屋朝敏の歌碑と碑文が建てられています 
 

平敷屋朝敏とは・・・１７００年首里に生

まれた和文学者で、「若草物語」

「苔の下」「貧家記」「手水の縁」な

どの作者として知られる。若くして非

業の死をとげた。平敷屋に滞在して

いた一年間に書かれた「貧家記」

には当時の勝連の生活状況や風

物等が描かれている。 

『平敷屋朝敏作品集』 
翻刻と注釈 仲原 裕 /新星出版 

K980 ヘ 所蔵館：勝連館 
見開きの右側に古文テ

キスト、左側に翻刻文

と口語訳が書かれてお

り読み易いです。朝敏

の作品に触れてみたい

人にオススメ。 


